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クラブテーマ 

春日井市道風記念館

植物園 ニュートンのリンゴの木

本日のプログラム 
           司会   和田 了司君 
・点 鐘            加藤久仁明君 

・ROTARY SONG   「奉仕の理想」 

・今月の歌     「故郷」 

・ビジター紹介         加藤久仁明君 

・食事・歓談 

・委員会報告 
・祝 福    
・卓 話            松尾 隆徳君 

・幹事報告           近藤 太門君 

・点 鐘            加藤久仁明君 

 

先週の記録 

今月の歌 

故郷 

うさぎ追いし  かの山 
小鮒つりし   かの川 

夢はいまも   めぐりて 

忘れがたき   故郷 

 今月の祝福 

会員誕生日 
7日 杉山 孝明君       

12 日 大橋 完一君 
13 日 加藤久仁明君 
夫人誕生日 
1 日   大畑 一久君・三千代さん 
1 日   加藤 将人君・三奈さん 
16 日  小川 茂徳君・育代さん 
21 日  蓮野 美廣君・ヒロミさん 
 

結婚記念日 
6日  中川  健君     

２０１５年６月１２日（金）２２３５回（６月第２例会） 
 

アテンダンス表彰 

１３ヶ年   社本 太郎君 
８ヶ年    大畑 一久君 
 

会長挨拶         会長     加藤久仁明君 

一年間、皆様のご協力と友情があって会長の大役

を務める事が出来ました事を、感謝とお礼申し上

げます。 
「ロータリアンのフェローシップで、世界・地域

に、何か良い事をしよう！」とのテーマで一年間

事業を行ってきました。重点目標の 1：家族と共

にロータリー活動を楽しもう、3：春日井 RC の

フェローシップを高めように付いては多くの事業

を家族参加型にして、家族の皆様にも積極的に参

加して頂き、その事業を楽しんで貰う中、新しい

メンバーの仲間意識も深まり、私としては、満足

できるテーマの結果だったのではないでしょう

か？私が 1 回目の幹事をした時、蓮野副会長が私

に「春日井RC のステータスとは何、会員勧誘を

するのに、春日井 RC の対外事業を、RC を知ら

ない人に PR するのに何がある？」と問われ返答

が出来ませんでした。それから今年まで、市民向

けのサボテン事業、ニュートンの林檎の木に係る

事業、国際的にはあしながおじさん事業、水洗ト

イレ寄贈事業と多くの奉仕事業を展開してきまし

た。当時、社本会長も私も、12RC 会長幹事会で

事業報告するのに四苦八苦しており、12RC の IM
で春日井の奉仕事業を報告してくれと言われたら

どうしようと二人で心配していたのが懐かしい思

い出になりました。蓮野副会長、これで春日井RC
を PR 出き、新しいメンバーを勧誘し易くなった

のでは無いでしょうか？ 



ロータリーの考え方は、毎年変って来ています。

特に RI は、3 年毎の規定審議会による規定の見直

しが有り、ロータリーの基本である『I SERVE』

以外少しずつ見直しがされています。会員資格も

一業種一人が、三人になり、今は職業を持ってい

ない人も、主婦でも入会資格が与えられる様にな

りました。またロータリーは事業を社会的に PR
しない方針がホアン RI 会長は積極的にメディア

を使い宣伝しなさいとも言っています。私の重点

目標 4：会員増強、純増 7 名以上 65 名以上のクラ

ブにしよう、は、風岡委員長と増強委員会メンバ

ーが努力して、新入会員 6 名入会して頂きました

が、退会者も出ましたので、無謀な目標を挙げた

私の責任が大いにあると反省しています。今後も

引き続き会員増強に努めて云って下さい。 
2：行事への積極的で参加で奉仕の理想を実践し

よう、に付いては、私の力不足で、持ち出し事業、

対外事業の参加が少なかった様な気がします。今

後も、特に対外奉仕事業に対してメンバーの積極

的な参加をお願いいたしますと共に春日井ロータ

リークラブの底力を地域に見せて行こうでは在り

ませんか。 
 
幹事報告      幹事   近藤 太門君 

加藤会長、蓮野副会長、山田副会長「一年を振り

返って」のお話ありがとうございました。 
では幹事報告をします。 この例会の前に、第 12
回の理事役員会を開催しました。その席上承認さ

れました案件を報告します。 
※第一号議案では、5 月度一般会計の報告があ

り、承認されました。 
※第 2 号議案では、会計の森田誠君の「転勤移

動」に伴う退会が承認されました。 
※第 3 号議案では、退会の森田誠君の後任に近

藤秀樹君の入会が承認されました。  
 ※第 4 号議案では、7 月 24 日（金）にガーデン

レストラン徳川園でのＩＤＭ開催の次年度幹事よ

り提案があり、これを承認しました。 
 ※第 5 号議案では、次年度の「年会費」、「ビジ

ターフィ」の提案があり承認されました。 
 ※第 6 号議案では、次年度のクラブの組織変更

の提案があり、これを承認しました。 
理事役員会の報告は以上です 
※次週の予定です。次週 6 月 12 日は新会員の

大原泰昭君の入会式を行います。 
例会は祝福です。卓話は、松尾隆徳君にお願いが

してあります。 
幹事報告は以上です。 
 
 
 
 

◎例会変更の案内 
名古屋城北 ６月３０日(火)  ６月３０日(火)１８：３０

   ＲＣ 夜間例会の為  

愛知長久手 ６月２３日(火) ６月２３日（火）１８：３０

   ＲＣ 夜間例会の為 若宮（錦店） 

名古屋丸の内 ６月２５日(木) ６月２５日（木）１８：３０

   ＲＣ 夜間例会の為 安江 

名古屋名北 ６月２４日(水) ６月２４日(水) 

   ＲＣ 夜間例会の為アパホテル名古屋錦店 

 

◎ビジター紹介    会長  加藤久仁明君 

○名古屋ＲＣ   社本 光永君 

 

出席報告        委員長  伊藤 純君 

会員 58 名 欠席 16名 出席率 70.9%

先々週の修正出席 欠席 1名 出席率 98.3%

 

ニコボックス報告    委員長   古屋 義夫君 

○一年を振返りお話をさせて頂きます 
                加藤久仁明君 
○会長卓話を宜しくお願いします 近藤 太門君 
○役員の皆様の卓話が楽しみです 古屋 義夫君 
○今年度最後の理事会でした   山田  治君 
○卓話に・・・         小川  長君 
○リレー卓話期待しています   宅間 秀順君 
○卓話             貴田 永克君 
○サボテン商品券完売を願って  青山 博徳君 
○お世話になります       社本 光永君 
          （名古屋ロータリークラブ） 
○今日もよろしくお願いします。 
足立 治夫君  磯野 俊雄君  梅村  守君    

太田 弘道君  岡田 義邦君  岡嶋 良樹君  

亀谷 鉦一君  加藤  茂君  風岡 保広君  

河村 哲也君  加藤 宗生君  北  健司君  

川瀬 治通君  志水ひろみ君  芝田 貴之君  

社本 太郎君  杉山 孝明君  成瀬 浩康君  

長谷川英輝君  林  憲正君  速水 敬志君  

蓮野 美廣君  場々大刀雄君  日比 雄将君  

松尾 隆徳君  屋嘉比良夫君  山田 倫章君  

和田 了司君 
○ご協力ありがとうございます。 古屋 義夫君 
 

 



加藤年度を振り返って 

        副会長  蓮野 美廣君  

 昨日の出来事さえ、鮮明に思い出せない状況で、

例会でお話しした通りの文章とならない場合は心

広くお許し下さい。 
普通、副会長という立場は、会長を補佐し会の運

営を支える重要なポストと思いますが、加藤会長

が入院された時でさえ、特別お手伝いした記憶も

なく、名ばかりの副会長だったようです。会長・

幹事には、書類の目通しも含め、数多い仕事量が

余儀なくされるなかで、私は自分の都合を優先し

た立場を維持させて頂き、奉仕の精神からはチョ

ット違う・・と反省も込めて、一年を振り返り、

何事も無く次年度へ引き継ぎが出来ることを、大

変有難く思います。 
 

        副会長  山田  治君 

副会長を仰せつかっていた山田です。一年を振

り返ってと言われても大半は会長が自ら行動され

ましので個人的には何もお話することはございま

せん。敢えて申し上げるのであれば、一度、職業

奉仕の卓話をしたことと、３ＲＣの場で代行挨拶

をしたくらいでした。それだけ加藤会長のリーダ

ーシップが目立った一年であったと感心し驚いて

いる次第です。 
「ロータリーは人を育てる」と言いますが、大

変僭越ながら、この一年間の会長、幹事を見てい

るとその変貌ぶりは大変に立派なものだと思いま

す。当初、どこか自信のない所作が一年経った今

や自信に溢れているのが外からも感じ取れ、限り

ない可能性を感じました。 
さて、今年度の会長方針は「ロータリアンのフ

ェローシップで世界、地域に何か良いことをしよ

う！」というタイトルですが、この「フェローシ

ップ」の意味合いが中々、奥が深い言葉だと思い

ます。 
多分、会員歴の長い人は感じられる事が多々あ

ると思います。私の個人的な解釈を申し上げます

と経験話で恐縮ですが、家内と二人で京都の辺鄙

な寺で老夫婦とお会いしましたがご主人の胸には

ロータリーのバッジが着いていました。 
双方で見た瞬間、軽い会釈が交わされていました。

端的に言うとこれが「ロータリアンのフェローシ

ップ」だと思います。 
さらに、前にもお話したことがありますが、地

区の委員長会議でグループ分けをされ、席順が先

だった私が代表で司会、取りまとめをしたことが

ございました。 
名刺交換をしましたら、大病院の院長、大会社の

副社長等・・・、にもかかわらず、同じロータリ

アンだからこそ和気あいあいとした場を持つこと

ができました。これも“ロータリアンのフェロー

シップ”だと思います。 
 加藤会長のいうフェローシップは、必ず「何か

良いことをしよう」になってロータリーに戻って

くると確信しています。 
以上が、何もしなかった副会長の感想です。 
 

幹事   近藤太門君 

何はともあれ会員の皆様にお礼を申し上げます。 
幹事としての一年間は、諸先輩の方々にいろいろ

なアドバイスと又、心に残る激励を沢山いただき

ました。 
本当にロータリーアンの友情に感謝、感謝です。

会員の皆様のお力添えで幹事の大役を無事果たす

事が出来ました。本当にありがとうございました。 
 この先は、一ロータリーアンとして、ロータリ

ー余生を静かに過ごして行きたいと思っています

ので、今後共よろしくお願いします。 
 

＃11 Estconing Jenny エストコニング・ジェニー 

あしながおじさん 峠テル子 君 

 

あしながおじさんこんにちは、お元気ですか。もう

一度言います、皆さんの奨学金プログラムの受給者

になれたことは本当に名誉なことです。寛大なる支

援に感謝します。より特権的でない社会で育つこと

は、財政的、教養上の大きな挑戦であるだけでなく、

教育の価値を気づかせてくれます。 

数か月前、私の先生が社会風刺漫画の学校代表に私

を選びました。多くの学生が上手に風刺漫画を描く

ことが出来るので、それはとても私にとって名誉な

ことでした。私は選ばれた一人ですが、そのために

少しパニックになり、怖い気持ちというか上手く説

明できない感じになりました。なぜなら、そのコン

テストに出るのは最初で、居心地が悪く感じるから

です。それは 2 日間のコンテストで、コンソラシオ

ン国立高校で開催されました。コンテストの日、私

は緊張から膝がガクガク震え、身震いし、鼓動は速

くなりました。高校の中で、私はコンテストの他の

参加者と会いました。そのコンテストでは、ほとん

どのライバルは男の子でした。それでも、何とか自

分自身をリラックスさせ、自信を持てるよう最善を

尽くし、恐れに負けないようにしました。それは私

にとってとても素晴らしい経験になりました。 

あしながおじさん、私が時々リスクを冒しているん

ですよ。私はいつも静かでした。でも合唱団に参加

してからはずっと、人々に対してオープンになれ、

芸術表現によって愛を表すことができるようになり

ました。それはかつて感じることのなかったことで

す。合唱団に参加することで、私の恥ずかしがりな

性格に打ち勝ち、今あるような自信に満ちた人間に

なることができたのです。 



最初のオーディションの時、手のひらに汗をかき、

胃が痛くなりました。私は合唱がやりたくなかった 

のですが、自分自身に「私は勇敢にならなければな

らない。さもなければ、決して人々の前に立つこと

の恐怖に打ち勝てない」と言い聞かせました。私の

コーラス仲間はとてもフレンドリーなので、私は気

持ち悪くならずに、すこしだけ調子にのって話すこ

とができます。そして、私にとってそれは大きな成

果なのです。なぜなら私が子どもの時、合唱団に参

加して、自信を持って恐れを近づけないというだけ

でなく、神様に唄を捧げるというのが夢だったから。

そして、「やりたいことはどんなことであっても、誰

も夢を追いかけることを止められやしない」という

ことも学びました。それで前に向かう努力を続けら

れますし、夢を追い続けられます。躊躇したり恐れ

たりしたら、どこへも行けません。 

この間の 12 月 12 日は、成績が渡される日でした。

それは良いニュースでもありました。私はその日合

唱の練習に参加していたので、私の成績を見ること

が出来なかったのですが、その後月曜に私のクラス

メートが口々に「おめでとう」と言ってくれたので

私はなんだろうと思いました。「どうして」と私が聞

くと、みんなは私が最優秀生徒になったと教えてく

れました。私は本当に予期していなかったので、動

揺が隠せませんでした。私は良い成績をもらえたの

で、その日は本当に幸せな気分でした。 

あしながおじさん、メリークリスマスとハッピーニ

ューイヤー。「本当にあしながおじさんありがとう」

これはどれだけ言っても疲れることはありません。

お元気で 

 

 

加藤年度を振り返って 

会長 加藤 久仁明君 

 

 副会長 蓮野 美廣君 

 

 

 副会長 山田 治君 

 

 

幹事 近藤 太門君 

 

 


